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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第１四半期 2,210 △0.3 △69 － △50 － △51 －

30年３月期第１四半期 2,217 △8.9 △184 － △170 － △150 －
(注) 包括利益 31年３月期第１四半期 △118百万円( －％) 30年３月期第１四半期 △93百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第１四半期 △2.29 －

30年３月期第１四半期 △6.72 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第１四半期 20,339 12,815 61.1

30年３月期 20,386 13,010 61.8
(参考) 自己資本 31年３月期第１四半期 12,432百万円 30年３月期 12,597百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 3.00 － 3.00 6.00

31年３月期 －

31年３月期(予想) 3.00 － 3.00 6.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 9.6 400 57.9 420 47.9 430 249.8 19.19
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期１Ｑ 26,180,000株 30年３月期 26,180,000株

② 期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 3,775,891株 30年３月期 3,775,891株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 22,404,109株 30年３月期１Ｑ 22,404,207株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述についてのご注意）
本資料に記載されている業績等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
なお、第１四半期の業績を鑑み、現在、第２四半期以降の施策等について検討中であり、業績予想につきまして

は修正すべきと判断した場合は、速やかに開示いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、欧州は低調であったものの、米国では着実な景気の拡大が継

続し、また中国においても比較的高い経済成長率が持続しており、世界経済全体として総じて堅調に推移しまし

た。

わが国経済につきましても、企業収益の向上、個人消費の持ち直しや設備投資の増加も継続し、雇用環境も着

実に改善するなど、比較的堅調に推移しました。

　一方で、保護主義の台頭による貿易摩擦への懸念の高まりや、労働人口の減少による人手不足が顕在化してき

ていることに加え、個人消費の節約志向は継続しており、景気の先行きには明るさを感じるほどの力強さが見ら

れない状況が続いております。

このような経営環境のもと、当企業グループは、前中期経営計画「ADVANCE 2018」の戦略を引継いだ第２フェ

ーズ「ADVANCE 2.0‐2021」を新たに策定し、「新製品」「グローバル」「新規事業」の拡大戦略を掲げ、業績の

向上による継続的成長を目指し、一方で「収益性向上」を経営基盤強化の基本方針とし、現在の厳しい経済環境

下に左右されにくい強固な経営基盤を構築するため、効率的な組織の改編及び最適化にも取り組んでまいりまし

た。

しかしながら、当第１四半期連結累計期間では、各種戦略の成果を享受するまでには至らず、受注高は3,273百

万円（前年同四半期比23.9%増）、売上高は2,210百万円（同0.3%減）、利益面では営業損失69百万円（前年同四

半期は営業損失184百万円）、経常損失50百万円（前年同四半期は経常損失170百万円）、親会社株主に帰属する

四半期純損失51百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失150百万円）となりました。

事業部門別の業績は、以下のとおりであります。

（センサ部門）

業績好調な国内化学市場向けを中心に、主力製品の容積式流量計・コリオリ流量計が、受注高、売上高とも

に前年同四半期を上回りました。一方、国内の電力・ガス市場は、電力・ガスの自由化が一段落したこともあ

り、主力製品の渦流量計が、売上高は前年同四半期を上回りましたが、受注高は前年同四半期を下回る結果と

なりました。結果、受注高は1,791百万円（前年同四半期比2.7％増）、売上高は1,490百万円（同1.0％増）と

なりました。

（システム部門）

受注高は、食料品市場向けに流量計制御システムの大口案件を受注し前年同四半期を大きく上回りました。

売上高は、国土強靭化対策の緊急遮断弁は堅調でしたが、原油価格下落の影響による前年度の海外システム案

件の受注高の低迷が響き、前年同四半期を下回りました。結果、受注高は951百万円（同142.0％増）、売上高

は213百万円（同21.1％減）となりました。

（サービス部門）

石油業界再編等、事業分野を取り巻く市場環境は厳しい状況が継続していますが、保全計画サポートサービ

スなどに注力したこと、また、大口修理案件もありました結果、国内化学市場向けを中心に、受注高は530百

万円（同5.2％増）、売上高は506百万円（同7.4％増）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ46百万円減少し、20,339百万円とな

りました。流動資産は前連結会計年度末に比べ40百万円減少し、10,071百万円となりました。これは主に、たな卸

資産が363百万円増加しましたが、現金及び預金が58百万円並びに受取手形及び売掛金が355百万円それぞれ減少し

たことによるものであります。固定資産は6百万円減少し、10,267百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ147百万円増加し、7,523百万円とな

りました。流動負債は前連結会計年度末に比べ221百万円増加し、3,808百万円となりました。これは主に賞与引当

金が201百万円減少し、その他に含まれる未払費用が351百万円、前受金が114百万円それぞれ増加したことによるも

のであります。固定負債は73百万円減少し3,715百万円となりました。これは主に長期借入金が60百万円減少したこ

とによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ194百万円減少し、12,815百万円と

なりました。これは主に利益剰余金が118百万円、為替換算調整勘定が69百万円それぞれ減少したことによるもので

あります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成30年５月14日に公表いたしました連結業績予想に変更

はございません。

　ただし、今後の業績の推移に応じて見直す必要が生じた場合には、速やかに公表する予定です。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,870,874 2,812,016

受取手形及び売掛金 4,846,366 4,490,773

商品及び製品 501,858 641,343

仕掛品 481,788 643,445

原材料及び貯蔵品 1,218,597 1,281,107

その他 204,111 208,175

貸倒引当金 △11,628 △5,078

流動資産合計 10,111,968 10,071,784

固定資産

有形固定資産

土地 5,754,200 5,753,683

その他（純額） 2,693,477 2,643,123

有形固定資産合計 8,447,678 8,396,806

無形固定資産 397,333 400,400

投資その他の資産

その他 1,442,842 1,484,374

貸倒引当金 △13,650 △13,650

投資その他の資産合計 1,429,192 1,470,724

固定資産合計 10,274,204 10,267,931

資産合計 20,386,172 20,339,716
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 883,159 862,825

短期借入金 1,267,937 1,253,523

未払法人税等 43,416 66,583

賞与引当金 425,729 224,620

製品回収関連損失引当金 2,894 2,883

資産除去債務 4,100 －

その他 959,406 1,397,705

流動負債合計 3,586,644 3,808,142

固定負債

長期借入金 461,191 400,352

再評価に係る繰延税金負債 1,513,700 1,513,700

役員退職慰労引当金 12,159 12,123

環境対策引当金 5,774 5,465

退職給付に係る負債 1,388,036 1,415,568

資産除去債務 22,919 22,929

その他 385,536 345,510

固定負債合計 3,789,319 3,715,650

負債合計 7,375,964 7,523,792

純資産の部

株主資本

資本金 2,200,000 2,200,000

資本剰余金 2,124,989 2,124,989

利益剰余金 4,977,121 4,858,516

自己株式 △402,962 △402,962

株主資本合計 8,899,148 8,780,543

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 174,395 190,842

土地再評価差額金 3,386,928 3,386,928

為替換算調整勘定 363,232 293,693

退職給付に係る調整累計額 △226,700 △219,265

その他の包括利益累計額合計 3,697,855 3,652,197

非支配株主持分 413,205 383,182

純資産合計 13,010,208 12,815,923

負債純資産合計 20,386,172 20,339,716
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 2,217,183 2,210,058

売上原価 1,396,535 1,361,609

売上総利益 820,647 848,449

販売費及び一般管理費 1,005,240 918,401

営業損失（△） △184,592 △69,952

営業外収益

受取利息 2,286 2,852

受取配当金 7,876 8,118

持分法による投資利益 － 1,016

受取賃貸料 15,654 19,332

為替差益 － 12,479

保険返戻金 62,600 －

その他 23,020 2,663

営業外収益合計 111,438 46,463

営業外費用

支払利息 5,528 6,942

賃貸収入原価 10,836 14,815

為替差損 73,759 －

持分法による投資損失 6,807 －

その他 45 5,491

営業外費用合計 96,976 27,249

経常損失（△） △170,130 △50,739

特別利益

固定資産売却益 － 2,837

特別利益合計 － 2,837

特別損失

有形固定資産除却損 2,730 115

子会社移転費用 － 4,000

特別損失合計 2,730 4,115

税金等調整前四半期純損失（△） △172,861 △52,017

法人税、住民税及び事業税 38,317 57,872

法人税等調整額 △64,603 △52,507

法人税等合計 △26,286 5,364

四半期純損失（△） △146,575 △57,381

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

3,978 △5,989

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △150,553 △51,392
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純損失（△） △146,575 △57,381

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 52,080 16,446

為替換算調整勘定 △5,895 △84,483

退職給付に係る調整額 7,487 7,434

持分法適用会社に対する持分相当額 △189 △266

その他の包括利益合計 53,482 △60,868

四半期包括利益 △93,092 △118,250

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △105,838 △97,049

非支配株主に係る四半期包括利益 12,746 △21,200
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

決算短信（宝印刷） 2018年08月10日 10時03分 10ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）


